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１．組織の概要

 【 会社名 】 有限会社　新井樹脂工業所

　

 【 代表者 】 代表取締役　　　　新井　孝也

 【 所在地 】 本社

群馬県伊勢崎市堀下町343－1

TEL  0270-62-8500

FAX  0270‐62‐8700

 【 環境管理責任者 】 新井　孝也

 【 事業の規模 】 2021年度　（2021年8月～2022年7月）

売上高　 191百万円

延床面積 本社　1930.95㎡

従業員数 13人

 【 事業内容 】

自動車、家電などモーター部品成形

エンジニアプラスチックスを使った小型部品などの射出成形

 【設立年月日】

1971年　10月　12日

２．対象範囲

 【 認証・登録対象組織 】

有限会社　新井樹脂工業所　全組織、全活動

 【 認証・登録対象活動 】

プラスチック部品の射出成形
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３．環境経営方針

理　念
有限会社　新井樹脂工業所は、お客様や社会から信頼と満足をされる

プラスチック成形品の生産事業活動にあたり、環境と調和した企業活動

を行い、循環型社会の実現に貢献します。

1 ． 環境経営に積極的に取り込むために、環境経営システムに取り組み、

環境関連の法令、条例等を遵守すると共に、地域・業界・顧客の環境関連

要求事項に配慮し、継続的な環境活動の改善を図ります。

2 ． 環境への取組みとして、環境目標及び行動計画に下記の重点事項を定め

環境方針に整合した活動を行います。

1、電力及び燃料使用の省エネルギーに取り組み、二酸化炭素排出量の

削減を推進

2、再生資源の利用・廃棄物の分別に取り組み、廃棄物排出量の削減を推進

3、現場・作業場の用水利用の管理に取り組み、排出量・水使用量の削減を

推進

4、環境調査への協力推進

5、材料のロスの削減を推進

3 ． この環境方針を全従業員に周知し、環境保全への意識の向上に努めます。

制定日　２０１７年８月１日

改定日　２０２１年８月１日

　　　有限会社　新井樹脂工業所

　　　代表取締役 　新井　孝也

方針
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４．環境経営目標

審　査 作　成

新井 新井

次年度目標

1． 4%削減 5%削減 6%削減

225,278 222,931 220,585
kg-CO2 kg-CO2 kg-CO2

1-1 4%削減 5%削減 6%削減

215,878kg-CO2 211,427kg-CO2 209,202kg-CO2

470,324kWh 460,627kWh 455,778kWh

1-2 4%削減 5%削減 6%削減

5,798kg-CO2 5,738kg-CO2 5,678kg-CO2

2,499L 2,472L 2,447L

1-3 4%削減 5%削減 6%削減

5,593kg-CO2 5,535kg-CO2 5,476kg-CO2

2,168L 2,145L 2,123L

2． 4%削減 5%削減 6%削減

6,662 6,593 6,524

㎏ ㎏ ㎏

3. 4%削減 5%削減 6%削減

水使用量の削減 1,770㎥ 1,752㎥ 1,733㎥

4 4%削減 5%削減 6%削減

2,875㎏ 2,845㎏ 2,815㎏

電力の二酸化炭素排出係数0.459(kg-CO2/kWh)調整後を使用

軽油燃料使用量の削減 5,826　kg-CO2 5,651(5,991)　kg-CO2

2,258　L 2,190(2,322)　Ｌ

6,940

1,844㎥

㎏

3%削減

二酸化炭素排出量の
削減

二酸化炭素実排出係数0.459

中間目標

3%削減

基準

2021年8月
　～2022年7月

3%削減

227,625（243,283）
kg-CO2

2024年度

年度目標（実績）

2018年度 2021年度

環境目標

234,665
kg-CO2

二酸化炭素調整後排出係数0.459二酸化炭素調整後排出係数0.459

3%削減

2023年度2022年度
2018年8月

　～2019年7月

電力使用量の削減

ガソリン燃料使用量の
削減

5,859(5,381)　kg-CO2

2,525(2,319)　Ｌ

3%削減

2,603L

222,555kg-CO2

484,870　kWh

6,040　kg-CO2

470,324(504,896)kWh

215878(231,747)kg-CO2

材料ロスの削減

（材料替えなどの）

産業廃棄物排出量の削
減

3%削減

2,905㎏（2,987）

6,732（7,550）

㎏

2,995㎏

3%削減

1,789㎥（1,755）

－4－



５．環境管理体制

代表取締役社長

環境管理責任者

環境事務局

全従業員

作成　2018年9月1日

・ 環境目標・環境活動計画書を承認

代表取締役

環境管理責任者

製造現場

役　職 責任および権限

・ 環境経営に関する統括責任

・ 環境管理責任者を任命

・ 環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

ＥＡ２１環境事務局

・ 代表者による課題とチャンスの明確化

・ 環境関連法規等取りまとめ表に基ずく尊守評価の実施

・ 代表者による全体評価と見直しを実施

・ 環境活動レポートの承認

・ 環境経営システムの構築、実施、管理

・ 環境関連法規等のとりまとめ表を承認

・ 環境目標・環境活動計画を確認

・ 環境活動レポートの確認

・ 環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局

・ 環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・ 環境目標、環境活動計画書原案の作成

・ 環境活動の実績集計

・ 環境関連の外部コミュニケーション

・ 環境活動レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・ 環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・問題点の発見、是正、予防処置

・ 決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加
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６．環境活動計画、環境目標の実績

　　取組結果とその評価及び次年度の取組内容

3
水使用量の削減

○：目標達成   ×：目標未達成

井戸水＋上水

環境目標-2018年度に対して

〇1,807㎥

228㎥

㎏

・アイドリングストップの実行

・車両別タイヤ空気圧管理

・夏季以外のカーエアコンの抑制

取組結果とその評価（2021年8月〜2022年7月）

達成区分施策実績 評価

7,550

5,859

2

廃棄物排出量の
削減

電力の二酸化炭素排出係数0.459(㎏-CO2/kWh)調整後を使用

3%削減

㎏

〇

(2,525L)
・急発進、急停車を無くすように努める 〇

・アイドリングストップの実行 〇

〇

6,732 89%

ガソリン燃料使用
量の削減

3%削減1-2

・夏季以外のカーエアコンの抑制

〇

×

(2,319L)

5,381 kg-CO2

5,991 kg-CO2

(2,322L)

5,651 kg-CO2

109%

94%

環境活動計画 環境目標

〇

(2,190L)
・急発進、急停車を無くすように努める 〇

1-3

電力使用量の削減

3%削減

・電力、化石燃料使用量の削減 ×

231,747 kg-CO2215,878 kg-CO2

1

二酸化炭素排出量
の削減

3%削減

227,625

㎏-CO2

達成率
％

上水

・水道管水漏れチェック

・冷却水の制御

〇

・成形機、乾燥機類の節電、管理

〇

〇

〇

×

〇

・廃プラスチックの分別

〇

3%削減

軽油燃料使用量の
削減

・車両別タイヤ空気圧管理

(470,324　kWh)

㎏

207㎥

1,755㎥

kg-CO2

2%削減

93%

㎏-CO2

(504,896  kWh)

243,283 ×

×

1-1 ・LED照明への切り替え

・パソコン管理（電源off）の適正化

94%

4 2%削減
・工程確認徹底 〇

材料ロス削減の推
進

2,905

㎏

×2,987

102%

97%

〇

〇

〇

定着している

評価
次年度の取り組

み内容

継続実施

6月成型機油
圧⇒ハイブリッ
ト機に入れ替
え

継続実施

継続実施納入量が増え
たので軽からト
ラックの使用
回数が増えた
ため

軽自動車で納
品していたが
荷量が増えた
ため1.5ｔトラッ
クの使用が増
えた。

継続実施

継続実施金型廃棄が多
かった。

定着している

継続実施

継続実施

定着している

・エアコン温度設定最適化
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７．環境関連法規等の遵守状況の確認及び
　　評価の結果、違反、訴訟等の有無

適用される主な環境関連法規等は次のとおりである。

廃棄物処理法

フロン排出抑制法

騒音・振動規制法

消防法（伊勢崎市火災予防条例）

環境関連法規への違反はありません。なお、関係当局よりの違反等の指摘と苦情は

過去3年間ありません。

８．代表者による全体評価と見直し・指示の結果

適用環境関連法規等 適用施設、物質等(実施事項)

温室効果ガス削減に向け全社員一致で節電、燃料削減に取り組み業績を向上させる中で成
形機1台を油圧機からハイブリット機に入れ替えたが6月だったため成果は出ていないが期待
したい。
また、仕事量が基準年度から増えてきていてそれに伴いCO2排出量も増えてきているのでそ
れも踏まえて環境活動に力を入れて削減に努力していきたい。

冷媒用フロン充填・回収、空調機・冷凍機(簡易点検)

一般廃棄物、産業廃棄物

成形機、空気圧縮機(敷地境界線における騒音規制)

建屋、指定可燃物(消防設備点検等)
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